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第 8章　大麻の 鑑定 と分析

第 1 節 は じめに

　大麻 （マ リ フ ァ ナ） の 鑑定 と分析を必要 とする場合は，少な くとも 3 つ ある 。 1 つ は大麻の

所持は不法で あるが故に，大麻であるか 否か を植物 と して 形態学的に 分析するか ，主成分で あ

る カ ン ナビ ノ イ ドを検出 さらに定量 を行 うこ と で あ る 。い わ ゆ る 大麻鑑定で あ る 。 2 つ め は，

大麻を実際 に吸 引 したか否か を明らか にす る ため，体内試料，例 えば血 液，尿 ，毛 髪か ら カ ン

ナビ ノ イ ドある い はその 代謝物の 定性 ・定量分析 を実施す る 。 3 つ め は
，

一般的 な天然有機化

合物 （生理 活性物質）と して 大麻草 よ り成分 の 抽出 と分離，さ らに構造決定 を行う場合に大別

され る 。
　
Vt3）

　著者の 研究室で は
， 栽培 した 大麻草 か ら直接，合成研究や代謝研究 に 用 い る た め に カ ン ナ ビ

ノ イ ドの 抽出 と分離を行 っ て い る。従 っ て ，種々 の ク ロ マ トグ ラ フ法 や質量分析法を駆使 して

い る 。 また
， 生体 に適用 した場合に in　Vivoある い はin　vitro にお い て カ ン ナ ビ ノ イ ドや その代 謝

物 の 定量分析 を実施 して い る 。

14’IG］

　本章 で は大麻の 鑑定法 ， 大麻成分の 分離 ・分析 ， 代謝物の 同定法，生体組織 中か らの カ ン ナ

ビ ノ イ ドの 分析等 々 を詳述す る こ とにす る 。

第 2 節　大麻鑑定法

　前報
3〕
で も述 べ た ように

， 我が 国で は大麻は 厂大麻取締法」及 び 「麻薬及び向精神薬取締法」

の 二 法 に よ っ て 厳 しくそ の 使用 が規 制 され て い る 。 しか し ， 年 間約 1，200名 の 事犯 者 を数 え，
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押収物件で ある 大麻 （マ リ フ ァ ナ）や樹脂 の 鑑定業務は増加 し て お り， 裁判化学上非常に重要

で ある 。

17）

　現在，法規定に よ る大麻の 定義と して，大麻取締法，第 1条に 「大麻草 （カ ン ナ ビ ス ・サ テ

ィ バ ・エ ル ）及 びその 製品 をい う。 但 し， 大麻草 の 成熟した茎 及びその 製品 （樹脂 を除 く。 ）

並 び に 大麻草の 種子及びそ の 製品を除 く （平成 2年 6 月19日法三 三
，

一
部改正 ）とある 。

こ の

定義で は繊維やおが らは法 の 対象とは な らない 。 対象となる の は乾燥葉 ，花穂，樹脂，葉が つ

い て い る小枝 （茎の 直径が 3〜 5mm ， 繊維を とる茎 は除か れる）で ある 。

9｝

　著者が最 近鑑 定依頼 を受けた例 は ，（1）大 学生 の 息子の 挙動が お か し い
。 麻薬 （コ カ イ ン ）

や大麻 （マ リ フ ァ ナ）等 を摂取 ある い は喫煙 して い る の で は ない か （尿分析）， （2）ある男が植

木鉢で 植物 （高さ 5cm 程度） を栽培 して い る 。
こ の 植物が 大麻 （ア サ 〉の 幼体で あ るか 否か

（植物形態鑑別），（3＞乾燥葉 （マ リ フ ァ ナ ）の 鑑別 ， （4）イ ン ドに滞在 中，長期間大麻を喫煙 し

て お り帰国後様子が お か しい （フ ァ ラ ッ シ ュ バ ッ クか ？）。 すで に 6 ケ 月が経過 して い るが ，

尿 に大麻成分 の代 謝物が排泄され て い る か 否か （尿分 析）， （5）外国 よ り大麻 （アサ ）の 種子を

持 ち帰 り所持 して い る
。 本当に こ れが 大麻 の 種子で あるか 〔大麻 （ア サ） の 種子鑑別〕等 々 で

あ っ た 。

第 1項 大麻 （アサ ）の同定法
91 °，

　 1）植物形態学的比較 （肉眼 ）

　大麻 （ア サ）は
， 肉眼的に 見 て 他の 植物 とは幾 つ か の 点で 異 なる 特徴 を有す る 。 すで に前鞍

，

に も記述 した よ うに
，

生体で あれ ば奇数 （3，　5，7， 9）に 分か れ た葉柄 ， 鋸状 の 葉型 ，特有の 匂

い も参考に なる 。 茎は強い 靱皮繊維を有す る 。 雌雄の花穂，うず らの 卵状の 種子 も決定的で は

な い が ある程度 の 鑑別に 有効で ある 。 しか し，乾燥葉で は すで に形態が 崩れ て お り判 別 し難

い 0

　 2 ）植物形態学的比較 （検鏡）

　顕微鏡 を用 い れ ば ，さらに詳細 な比較を行 うこ とが 可能で ある 。 表皮上 の 樹脂状物質，特徴

ある剛毛の 形状，腺毛の 存在 は決定的で は な い に して も植物の
一

種で ある こ とを裏付 ける こ と

か ら ， 検鏡 は鑑定上有力な手段で あ る 。 剛毛及 び腺毛 を有す る植物体 は まれで は な い が ， 剛毛

と多 くの 樹脂 （油滴）を同時に もつ 植物体 は そう多 くは な い
。 古典的な方法で あ るが

， 大麻

（ア サ ）の検 鏡標本の 作成法 を記す 。 （1）水酸化ナ トリ ウ ム 法 とい うもの で
， 試料を熱湯 中数分

間加熱 ，
原 形 に戻 した後，10％水酸化ナ トリウ ム 溶液に浸 し

， 約 20分 間煮沸 。 葉緑素 ， 樹脂 な

どを除去す る 。 その 後 ， 希塩酸で 中和 。 熱湯で 洗 い ス ラ イ ドグラ ス 上 に 置 き，
カ バ ーグラ ス で

押 さえ検鏡 に付する 。
こ れ に よ っ て剛毛 の 全体像 を観察で きる 。 （Fig．1を参照 ）（2）抱 水 ク ロ ラ

ール 法で は，試料 を数分間熱湯に浸 し，柔軟 に した 後，ミ ク ロ トーム を用 い て注意深 く細断。

細断試料 を ス ラ イ ドグ ラ ス 上 に の せ
， 抱水 ク ロ ラ ール 水 （抱水 ク ロ ラ ール ：水 ＝ 5 ： 1 ） 1滴

を落とし．カ バ ー
グ ラ ス を覆い 検鏡に伏す 。

こ れ に よ っ て 剛毛，鍾乳体 ， 腺毛の 細胞内構造を

観察で きる 。 （Fig　2を参照）

　また
， 試料 を ス ラ イ ド上 に 直接置 き， 実体顕微鏡 （立体顕微鏡）で 観察する と樹脂や剛毛の

様態を知る こ とが で きる 。 メ タ ノ ール を滴下 す る と樹脂は 緩や か に溶出 され る
。
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x120 倍 （苞葉の剛毛）　　　　　　　　　　　　 x120 倍 （苞葉の 剛毛）

　　　　　　 Fig．1 大麻草苞葉 （剛毛）の 顕微鏡 写真

　大麻が特徴的 に有す る樹脂 ［幻覚作用の 本体で ある テ トラ ヒ ドロ カ ン ナビ ノ ール （THC ）を

含む］は
， 葉 ， 苞葉 ， 小苞か ら分泌 され る が ，

こ れ らを検鏡する と腺毛か ら で あ る こ とが判 る
。

また ，毛茸 も大麻 に特徴的で あ るが，こ れ も認 め る こ とが で きる 。

　剛毛 とは
， 葉の 表 （上 面表皮） と裏 （下面表皮）に 多数見 られる単細胞脂性 の 毛で ある 。 い

ろ ん な植物の 葉に存在す る が，大麻 （アサ ）の 剛毛 は 基部が 大き く膨 ら ん だ円錐形 を した太 く

短い （長 さ80〜100μ m ） もの とや や 長め （長 さ 150〜350μm ）が 主 に 表 （上皮） に ある 。 裏

（下 皮）には細長 い （長 さ150〜200μm ＞剛毛が 多い
。 両者 とも基部 は垂直葉間内に 埋没 して お

り，
ブ ドウ状 の 炭酸 カ ル シ ウ ム を多 く含む鍾乳体がある 。 しか し， 表 に多 く裏 に は少な い

。

　腺毛は表に は少 な く裏 （下面表皮）に 多い
。 特に主脈上 に集合 して い る

。 腺毛頭部は 茸状 を

して お り，
2 つ の 半円 形の 細胞 （経鐘 16〜25μm ）は や や 球状 をな し樹脂 ， 精油 を内蔵 し て い

る 。 また，腺 りん と呼ばれる腺毛 の
一種は ，通例 8 個以上 の 細胞が並 ん で 放射状 （径40〜60μm ）

をなす 。

　Table　Iは類縁の 植物の 検鏡時の 特長 を比較 した もの で あ る 。

］8）
大麻は煙草 （タバ コ ） と よ く

混ぜ られて 喫煙 される の で ，類縁植物の 内部構造 に つ い て 詳 しい 知識 をよ く把握 して い る こ と

が 望 まれ る 。
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x60 倍

Fig．2　大麻草葉 の 顕微鏡写真

　　 物名
目

大麻 タバ コ ホ ッ プ カラハ ナ ソウ カ ナ ム グ ラ ク ワ チ ヤ

学　名

Oaηηabf55

∂εルa ム

用 ヒα 泊ηa

亡aわac ロmLHum

ロ1u5
ノ叩 ロ1ロ5 ム

Humulu5
1αρロ1u8L
cord 滅）’fロ5

Humu1ロ5

1aρoηノcu55je

彑θ‘

　 Z ロCC

MO川 5

わoηめyc溶
kofzα毋 ロ

　 Tゐea5
加 e月露 L

科　名 Ga  a肋 aσeae50 ’∂ naceae Caηη abj ∂ceae Morac θaeTheacea θ

　　 上 皮
剛毛
　　 下皮

有 無 有 有 有
卓 1 有

＊2

無
無

腺毛 機 有 有 有 無

醸突起〔破 ） 無 無 無 無 無 」レF鹽
鍾乳体 有 無 無 無 無 無 無

＊ 1
上 皮の 剛毛 は 大麻 と酷似する も，下皮に は先端が 曲が っ た面 の もの と，真っ 直 ぐに尖り，基部

　 の 膨 らんだ 2 種があるの で 大麻 と区別可能 。

＊〜

大麻 と は全 く異 な っ て い るの で 識別可能 。
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第 2項 力ンナ ビ ノ イ ドの分析 と単離

　乾燥 した大麻葉 を細切 した試料約 1kgをFig．3に従 っ て抽出 ，
さら に 140℃ に て20分間加熱 し

脱炭酸後，THC ，カ ン ナ ビジオ
ール （CBD）及びカ ン ナ ビ ノール （CBN ）な どの カ ン ナ ビ ノ イ

ドの 分離 を行 う。 各行程の 抽 出画分の 検索 を TLC ある い は GC で 行 う。 抽 出溶媒 に メ タノ ール

を用 い る とク ロ ロ フ ィ ル （葉緑素）も多量 に抽出され て くるが
，

フ ロ リジ
ー

ル カ ラ ム か らベ ン

ゼ ン にて カ ン ナ ビ ノ イ ドを溶出 させ る とク ロ ロ フ ィ ル は吸着され たままであ る こ とか ら ， 完全

に除去す る こ とが可能で ある 。 なお ，
ベ ン ゼ ン ／ n一ヘ キサ ン （1 ： 1， v／v ）に て抽 出 した場合 に

は，ほ とん どク ロ ロ フ ィ ル は抽 出されず，濃縮 もメ タ ノ ー
ル 抽出物 と比較 し て極 め て 容易で あ

る が
，

ワ ッ ク ス が多量に 混入す る 欠点が ある 。 最終的に は シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
［ベ ン ゼ ン ／m ヘ キサ ン ／ ジ エ チ ル ア ミ ン （25： 10 ：1，v！v！v ）で 溶出］に て 各カ ン ナ ビ ノ イ

ド画分 を得 る 。

n．1

　大麻種子の カ ン ナ ビ ノ イ ドは，種子 中で生合成 されたもの で はな く，殻の 表面 に付着あ る い は

苞葉に 由来する 。 そ こ で
， 粉砕 しない その ま まの 種子 5g に ベ ン ゼ ン 50mLを加え 1分間激 しく

振と う後，直ちにろ過す る こ とに よ り， 非常に容易に抽出する こ とが で きる 。 （Fig．　4）こ の 操作

を再度行い
， 先の ベ ン ゼ ン 洗浄液 と合わせ減圧下濃縮後 ，

エ タ ノール に溶解 ， 検液 とする 。

M’2！）

第 3 項　大麻成分の鑑識化学

　大麻は主成分 と して カ ン ナ ビ ノ イ ドを含有 して い る の で，こ れ らを目標 と して確認試験 を行

う 。 その 方法 と して（1）呈色反応，（2）薄層 ク ロ マ トグ ラ フ法 （TLC ），（3）ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ

法 （GC ＞，（4）GC／質量分析 （MS）法 ， （5）高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ法 （HPLC ），（6＞ラジ オ イム

ノ ア ッ セ イ法等が あ る。 以 下，こ れ らにつ い て解説す る 。

　（1）呈 色反応

　　 1 ．ビー
ム反応 （Beam 　reaction ）

　大麻抽出物 を滴板ある い は 時計皿 に と り，
ビーム 試 液 （501・KOH 一エ タ ノ ール 溶液） を加 える

と鮮紫色を呈する 。 呈色機構 は キ ノ ン 体ある い はビ ス キ ノ ン 体の 生成 で ある 。 （Fig，5−a 参照）

　　 2 ．ガ ム ロ イ反応 （Ghamrawy 　reaction ）

　大麻抽出物を滴板ある い は時計皿 に とり，
ガ ム ロ イ試液 （p ジメチ ル ア ミノベ ン ッ ア ルデ ヒ

ドIg を硫酸 5mL 及び水 工mL に溶かす） 2 〜3 滴 を加 え ， 水浴上 1分間加温する と赤褐色 を

呈する 。 放冷する と赤紫色 に変わ る
。 ま た ，こ れ に水 を加える と青 〜紫色 と な る 。

　　3 ．デ ュ ケノ ア ・ネム 反応 （Duquenois 　and 　Negm 　reaction ）

　試験管中の 大麻抽出物に デ ュ ケ ノ ア ・ネム 試薬 （ア セ トア ル デ ヒ ド 6 滴
，

ワ ニ リ ン 0．4g を

95％ エ タ ノ ール に溶か す） 2mL を加 える と青色 を呈 する 。 こ の 反応 は青色→濃青色 → 紫色 →

濃紫色へ と変色する 。 こ の 溶 液に ク ロ ロ ホ ル ム 1 〜 2mL を加 える と ク ロ ロ ホ ル ム 層 に 色素が

移 り，青〜紫色 を呈す る （Fig．　5−b参照）
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o．4

o．2

o

ABCDEFG 賛 IJ 1　　 2　　3　　4　　5

Fig．4　鳥用飼料 と して 市販 され て い る大麻種子中の TLC に よ る カ ン ナ ビ ノ イ ド分析
21］

　Samples　from　A　to　J　were 　the 　benzene 　washing 　solutions 　of　commercially 　avanable 　cannabis 　seeds 　as

feed　for　birds．　Cannabinoids： 三；cannabichromene （CBC），2；cannabigero1 （CBG ），3；cannabino1 〔CBN），4；△
9−

tetrahydrocannabinol （△
9−THC ），5；Cannabidiol（CBD）．

　The　benzene　washing ．solutions 　of　cannabis 　seeds （A−」）and 　camabinoids 　standard 　were 　applied 　to

aprecoated 　silica　gel　plate（0．26mm 　thickness ）and 　developed　with 　a 　solvent 　system 　of 　benzene ／n −

hexan 〔ソdiethylamine（25：10 ：1，v／v／v ）、　 The　cannabinoids 　were 　visualized 　by　spraying 　O．1％ （w ／v）aqueous

Fast　Blue　BB　salt．

　　　4 ．ジア ゾ化反 応 （Diazo　reaction）

　　ジ ァ ゾニ ウ ム 化合物 と して Fast　Blue　BB 塩 （4−Benzoylamino−2，5−・　diethoxy　benzenediazonium

chloride 　hemi［zinc 　chloride ］salt）を用 い る とカ ン ナ ビ ノ イ ドは フ ェ ノ
ー

ル性化合物で あ るため，

o一及びp 位に カ ッ プ リ ン グ反応 を起 こす 。 カ ン ナ ビ ノ イ ドの 種類 に よ っ て 多少色調 は異な るが ，

赤〜
紫色 を呈する 。 こ の 有色物質は ク ロ ロ ホ ル ム に転溶する 。 最も繁用 され て い る反応で ある 。

また ，本呈色反応は 安定 な色調 を呈 する の で ，比色定量法 と して も利用 され る 。

2il） A9−THC は

scarlet （ス カ ーレ ッ ト），
　 CBN は vio 】et （紫色），

　 CBD は reddish 　yellow （橙色），
　 CBG は reddish

Vio］et （赤紫色），
　CBC は reddish 　violet （赤紫色）で ある 。 検出限界 は THC で 50ngと考 えて よ い

。

呈色機構 は
，
Fig．5の cで ある 。

　（2）薄層ク ロ マ トグラ フ法 （TLC ）

　TLC 分析上
， 大麻成分で 検 出される カ ン ナ ビ ノ イ ドは以下の 化合物で ある 。

　THC （tetrahydrocannabinol ），　 GBD （cannabidiol ＞，　 CBN （cannabinoD ，
　 CBC （cannabichromene ），

CBG （cannabigerol ＞，
　CBGM （cannabiger （）I　monomethylether ）， THCV （tetrahydrocannabinolic 　acid ）。

　Table　2に 主 要カ ン ナ ビ ノ イ ドの TLC の Rf値 と展開溶媒 ， 顕色試薬 を記す 。
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a ｝

＞H 。

H

1

CBD

一

〉． 。

I　 l

o

o

b〕

ム
9．THC

一

c｝

△
9・THC

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛ゲ
　　　　　Fig．5　各種呈 色反応 の 発色機構

in

a ） ビー
ム 反応 　b ） デ ュ ケ ノ ア 反応 　 c ） ジ ア ゾ化 反 応

　　（3）大麻成分の紫外吸 収ス ペ ク トル （UV ）及 び赤外吸収 ス ペ ク トル （IR）

　代表的な カ ン ナ ビ ノ イ ドム
9−THC ，　 CBD，　 CBN の UV をFig．6−1で 示 した 。 またIRは Fig．　6−2で 示

す 。
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Table　2　大麻成分 の 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

化合物

（A）

　 Rf値
展開溶媒

　　（B） （C） （a ）

　 呈色反応

（b） （c ） （d）
△

9−THC

△
ε一THC

035
一

一

α59
05ア
…

　赤橙

（0．1、・ 9＞
臥’

鮮黄

（2．1．・ 9）
紫

（一）

紫青

（3α 9）
CBDCBDA 0．45

　
『

0．67
0．60
一

橙黄

（α1．｛9）
淡黄

（O．3唱 ）
桃黄

　青

（5cご9）
CBNCBNAGBG0．25

二

一

〇20
一

0．53
　

0，37

　 紫

（O，1μ 9）

　 黄

（α1μ 9）
赤紫

紫青

（5μ 9）

CBGA 一 0．67 一

GBGMCBGMA
：

一

〇，59
0，82
一

CBCCBCA
：

　

024
044
一

THCVTHCVA
0，35

0，57

　a｝ （ ）内 は検出限界を表す 。

展開溶媒

　

ラ

　

ABC ベ ン ゼ ン ：n一ヘ キ サ ン ：ジエ チ ル ア ミ ン （25：IO： 1，v／v！v ）
th ヘ キ サ ン ：酢酸 エ チ ル （1：1，v／v ）

ベ ン ゼ ン

呈色試薬

（a）

hり
C

（

（

（d）

0．10／oFast 　Blue　BB 塩 （4−benzoylamino −2，5−diethoxybenzenediazenium 　chloride 　hemi ［zinc

chloride ］salt ＞　
’i容液

ジ ア ゾ化 ス ル フ ァ ニ ル 酸 （ジ ア ゾイ匕ス ル フ ァ ニ ル 酸 IO  を5％炭酸 ナ トV ウ ム 溶液 に 溶解す る ）溶液

ジ ＋ ア ニ シ ジ ン テ トラ ゾ リ ウ ム 塩酸塩 （ジ
ー
o
一ア ニ シ ジ ン テ トラ ゾ リ ウ ム 塩酸塩 15mgをO．IN

水酸化ナ トリ ウ ム 溶液20mL に溶解す る ）溶液

デ ュ ケ ノア 試薬

1，0

o．8

　

6
　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

0。
　
　
　
　
　

吐

OO

仁
帽

Ω」
OO

Ω

く

0．2

o．o

（A）△
9−THC

1．D

o．8

　

6
　
　

　
　

　

　
　

　
　

4

　

q
　
　
　
　
　

o，

Φ
9
＝

6
Ω
」

O
ω

Ω

く

O．2

｛B）　CBD

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，0
300　　　　　　　350 　　　　　　 400 　　　　250

Wave −length（“m ｝

1．o

o．8

　

6
　

　

　
　
　

　
　

4

　

0
　

　

　
　
　

　
　

0

00

＝

轟
Ω
」

O
ω

』

く

0．2

（C｝CBN

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．0
300　　　　　　350　　　　　　4eo　　　　250 　　　　　　300 　　　　　　350

Wave −length（nm ｝　　　　　　　　 Wave ・length｛”rn｝

250

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．6−1　UV

（A）△
［s−THC 〔200μ g〆mL 　of　ethanoD ，λmax ≡276nm，283nm　〔B）CBD 〔200　1t　9！mL 　of　ethanol ），

λmax ＝273nm，281nrn　〔c）CBN （20μ 拶mL 　of 　ethanol ），λmax ＝286nm

400
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　　  ガス ク ロ マ トグラ フ 法 （GG ）
2“ es）

　大麻成分 は ほ とん ど油状物質で あ り，
メ タ ノ ール または rn ヘ キサ ン

，
ベ ン ゼ ン に容易 に抽 出

され る 。 試料溶液の 調製 に当た っ て は，THC の 濃度は 植物葉片で 05〜 5 ％
， 大麻樹脂で は2〜

10％ ， 液体大麻で は かな り含量が高 く10〜30％ に 及ぶ 。 従 っ て
，
THC 含有量 は 0．1〜1mg！mL 程

度内に 希釈する 。

　GC法の 測定条件 は
，

カ ラ ム 温度180〜220℃，カ ラ ム 充填剤はSE系で あ る とSE−30
，
　 SE−52。

OV 系で はOV −1， 0V −7，0V −17，0V −210， 0V −225が用 い られる 。 また，　 ApiezQn　L ，　 Carbowax

20M，　 XE −60，　 QF−1，　 QF−1とOV −1とOV −17の 混合体が使用 され る 。 カ ン ナ ビ ノ イ ドの カ ル ボ ン

酸体は こ の カ ラ ム 温度で は容易 に脱炭酸 され，△
9−THC と△

s−THC の 異 1生体は 1 ％ XE−60あ る い

は OV −17カ ラ ム を用い た時の み に分離 され る 。 カラ ム の 長 さは 1 〜2．25m ， 充填 剤 と して L5〜

3％ OV −17を用 い た時の 相対保持時間はTable　3の 通 りで ある 。 内部標準は ア ン ドロ ス テ ン ジオ

ン ある い は 5 α
一コ レ ス タン を用 い る場合が多 い 。

Table　3　大麻成分の GC

大麻成分
相対保持時間

　　 （Rt）
大麻成分

相対保持時間

　　 （Rt）

△
替一THC 049

カ ン ナ ビ ジ バ リ ン

　　 （CBDV ）
0．18

△
5−THC 0．44

カ ン ナ ビシク ロ ール

　　 （CBL）
0．26

CBI） 034 CBC 0．34

CBN 0．63
カ ン ナ ビバ リ ン

　　（CBV ）
0．34

CBGM 038
カ ン ナ ビエ ル ソ イ ン

　　　（CBE＞
0．48

CBG 0．57
AndrOSt−4−ene −

　 3，17−dione
（内部標準物質）

1．00

　Table　3にお い て 分離が不可 能な場合は ，ア ル キ ル や シ リ ル 化す れば分離可 能 となる 。 例 え

ば， トリ メ チ ル シ リ ル 化すれ ば △
9−THC と △

s−THC の 分離は よ り良好 とな る 。 上 記 カ ン ナ ビ ノ

イ ドの カ ル ボ ン酸体は脱炭酸 を受 けるの で 予め ジア ゾ メ タ ン に よ っ て メ チ ル エ ス テ ル 化 ， ある

い は シ リル 化剤に よる シ リ ル 化反応 に よ っ て カ ル ボ キ シ ル 基 を保護 して お く必要が ある 。

一
方，

1．50！，SE−−50を用 い
，

カ ラ ム温度 220℃ ，
カ ラ ム 長 さ225m ，

キ ャ リ ア ー流量 N235mL ／min の 条件 で

は
，

△
i−THC の Rt （min ）は2．34

，
　 CBD 　I．76，　 CBN 　2．88で ある 。

　　（5）GC ！MS 法
27’！fi’

　大麻成分 の GCIMS の 対象はTHC ，　 CBD 及 び CBN とな る場合 が多 い が ，場合 に よ っ て は CBC ，

THCA ある い は CBG もあ り得る 。 微量成分やGC で 同
一

の Rtを与える 時はpreparative　TLC を併 用

した後に 分離 ・抽出を行 い GC／MS に か ける と初期の 目的を達成 し得る 。　Fig．7は主要大麻成分，

THC
，
　 CBD 及び CBN の GC／MS ス ペ ク トル で ある 。 電子衝撃 イオン 化 （EI）法 で は イオ ン化 エ ネ

ル ギ ーを 70〜100eVに設定する と
， 分子 イ オ ン ピーク をは じめ Fig，8の ような フ ラ グ メ ン トイ オ
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ン を検出す る こ とが で きる 。
こ の 場合 a は脱メ チ ル ， b は逆デ ィ

ール ス ア ル ダー開裂 ，
　 c は逆

デ ィ
ー

ル ス ア ル ダ
ー

開裂的脱 メチ ル化 が起 こ っ て い る と考 えられ る 。 CBN で は ジフ ェ ニ ル型で

ある の で b の 逆デ ィ
ール ス ア ル ダー開裂は起 こ らな い

。

｛A ）Mass　Chromatograms　of △
9−THC ，　CBD，　CBN　and 　5α

一Choiestane〔IS〕

X

∩
b
ロ
nd

邑

nO

ε
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Fig．7　主 要大麻成分THc ，　 cBD及びcBN の Gc1Msス ペ ク トル

　 　　 　 5％ SE−300n　Chromosorb　W （60−80　mesh ，　3rnm× 2m〕

　　　　Ca   er 　gas：He　40mL！min
　 　 　 　 Ionization　volt ；アOeV

　　　　 lonization　cu 【Tent ：300，．　A
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Fig．8　大麻成分THC ，　 CBD 及 びCBN の MS に おけ る 開裂様式
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　　（6）高速液体ク ロ マ トグラ フ 法 （HPLO ）
24〕

　カ ン ナ ビ ノ イ ドの 本法 に よ る 定性 ・定量は多 くの 研究者 に よ っ て 報告され て い る 。 西 岡 ら
26）

は Permaphase 　ODS カ ラ ム
，
63％ メ タ ノ

ー
ル を移動層 として

，
　 Fig．9の ようにGCで は分離不可能

で あ っ たCBD とGBC の 分離 を可 能とした。　 Baker　et　a13Mは Spherisorb　S50DS カ ラ ム
，

メ タ ノ ー

ル ／ ア セ トニ トリル ／硫酸 （8 ：9 ：7，
v ！v ！v ） を移動層 と して ，220nmで 主要 カ ン ナ ビ ノ イ ド

（THC ，　 CBD 及 び CBN）の 他，カ ン ナ ビノ イ ド酸や プ ロ ピル側鎖体な どが分離可 能で ある と報

告 して い る 。 また，pH を2．7〜6．0に変化 させ た り，
Ntex 　octadecylcilyl逆相系 カ ラ ム

，
ア セ トニ

トリ ル／水系の グ ラ ジ エ ン トを用い れば中性 カ ン ナ ビ ノイ ドの すべ て を良好に分離で きる 。

lnje

　　

帥

ノ

一
Retention 　Time （min 》

Fig．9　中性 カ ン ナ ビ ノ イ ドの 分離

　　 　　 装 置 ：Du　Pont　830
　　　　 カ ラ ム ニPermaphase 　ODS ，　l　m × 2mm
　　　　 キ ャ リア

ー
：63％ メ タ ノ ール （v／y ）

　　　　 温度 二4G℃
　　　　 カ ラ ム 圧 ：1，700　psig
　　 　　 UV 検 出 器 （254nm＞

　　（ア）ラジオイ ム ノ ア ッ セ イ法
｝1’34）

　イ ム ノ ア ッ セ イ法は操作が 比較的簡便で あ り， また一
度に多くの 試料を分析で きる利点 もあ

る こ とか ら， 生体試料か らの カ ン ナ ビ ノ イ ドの 検出法 と して利用 され る 。 現在 ，
イ ム ノ ア ッ セ

イ法 を用 い た ス ク リーニ ン グキ ッ トと して Syva社の EMIT や Biosite社の Triage等が市販され て い

る 。
こ れ ら は い ず れ もカ ン ナ ビ ノ イ ドに特異性 を有する 抗体 を用 い て い る 。 THC を含め た カ ン

ナ ビ ノ イ ドに 特異性 を有する抗体を調製す るため に は
，

カ ン ナ ビ ノ イ ドある い は そ の 代謝物 を

14
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特定の 部位で タ ン パ ク質 と結合 させ た ハ プ テ ン を つ くる必要があ る 。

31’13｝

用 い る カ ン ナ ビ ノ イ

ドの 種類及びそ れ ら の 結合位置に よ り特異性が 決定 され る 。

341

　　（8）核磁気共鳴 （NMR ）ス ペ ク トル 法

　カ ン ナ ビ ノ イ ドの 構造決定にお い て は補助的手段 と して 用 い られ て い る 。 例えば
1H −NMR で

は
，

バーTHC と △
9−THG の 二 重結合の 相違 に よ りバ ーTHC の C−8位 の プ ロ トン は 5．4ppm付近 に

，

また△
9−THC の C−10位の プ ロ トン は6．3ppm付近に 出現する こ とか ら

， 両者 を容易に区別す る こ

とがで きる 。

ss）

こ の 他，　
t3C −NMR に お い て は C−7，8，10位 の 炭素由来 の シ グナ ル か らTHC 異性

体 の 判別が可能で ある 。

36）
非破壊的測定法で あ り試料は 回収 されるが ，

NMR の 測定 に は MS や

イム ノ ア ッ セ イ法に比較 して よ り多量 の 試料を必 要 とす る 。

第 3節 お わ りに

　大麻は ，「大麻取締法」ある い は 「麻薬及 び向精神薬取締法」 に よ っ て 厳 し くその 使用 が規

制 を受けて い る 。 大麻 （マ リ フ ァ ナ）は Gate　in　Drugの代 表 と し て 今後 と も鑑定業務 は増 加す

る だ ろ う。 また ，大麻 の 主成分 とそ の 誘導体に は 多彩な薬 効が 期待 され るが 故に
，

そ の 分 析方

法の 開発研究は代謝研究 と共 に ますます重要性 が増す と思わ れ る 。
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